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２学期当初
オンライン授業の様子
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生徒の実態
○落ち着いた学校生活を送っている。

○学校アンケートによると…

「ものごとをやり遂げてうれしかったことがある」 ９３．１％

→ 行事成功に向け，努力する生徒が多い。

●県学力学習状況調査質問紙によると…

「自分にはよいところがあると思う・どちらかいえばそう思う」 ６７．０％

→ 県平均と比べ， ６．９％低い。

→ 活躍の場面をつくり，自己肯定感の向上につなげたい。



＜研究主題＞

「豊かな心を育み，よりよく生きようとする生徒の育成」
～考え，議論する，道徳科の授業実践を要として～



研究の仮説

【仮説１】

・全教職員の参画。

・道徳科の授業を要として，全
教科で｢自分の考えをもち，他
者との話合い活動｣をおこなう。

【仮説２】

・集団の中で個のよさ
を見つけて伸ばす。

自己肯定感の
向上

多面的，多角的
な考え



目指す生徒像

〇自己肯定感 をもち，
自己を向上させようとする生徒

〇他者の気持ちや立場を理解し，
思いやりの心をもって人と接する生徒



本校の研究について

「知」「徳」「体」の確かな育成
○本気で学ぶ生徒 ○友達を尊重し仲良くする生徒 ○自ら心身を鍛える生徒

学校教育目標

研究主題

「豊かな心を育み，よりよく生きようとする生徒の育成」

～考え，議論する，道徳科の授業実践を要として～

目指す生徒像

環境整備部

授業研究部

調査研究部

目指す生徒像

生徒の実態



Ⅰ 小・中ともに道徳教育を推進する学びの協働体

・ 「西中学校区小中一貫教育事業」の実施

・ 相互の授業参観や交流

・ 研修会の参加

・ 掲示物のアイディア共有 など

研究の取組



｢豊かな心と 夢や希望をもって 生き生
きと活動する子ども｣ を育てるために…

学びの連続性
「西中学校区小中一貫教育事業」の実施

・学力向上部会
・生徒指導部会
・行事交流部会
・家庭・地域連携部会

教科部会

年間２回の合同会議



目指す児童生徒像

「自己肯定感」 「思いやり」

学びの連続性
児童生徒の成長段階に合わせた教育の推進



研究の取組 Ⅱ 各部会の取組

調査研究部
・教職員，保護者，生徒の実態把握
調査と変容の分析
・HyperｰQUを活用した客観的な
集団把握 など

環境整備部
・校内環境作りの推進
・道徳科と関連させ学校行事への
取組や振り返り
・道徳科通信の発行 など

授業研究部
・｢考え、議論する｣道徳科の授業に
おける指導方法の研究
・タブレット端末を活用した授業研究

など

目指す生徒像



①授業研究部

「道徳科授業
プランニングシート」の活用

① 価値分析
② 明確なねらい
③ 生徒の実態
④ 中心発問
⑤ その他の発問
⑥ 授業の工夫点
⑦ 評価の視点

教材吟味・指導案検討



①授業研究部 ローテーション授業の実施

＜メリット＞
生徒にとって…
・ いろいろな価値観に触れることができる。
教師にとって…
・ 生徒の新たな一面を知ることができる。
・ 相互に授業を参観し，授業展開の工夫について学ぶ機会となる。

＜課題＞
・ 年間を通した生徒の変容の把握についての連携。



①授業研究部

１人１台の端末活用事例集

発問の蓄積



職員室前道徳コーナー

①授業研究部

教材順のラベル
教材名

指導案板書例

発問短冊

教室内道徳コーナー

教材文の一部



②調査研究部

生徒の実態把握調査と変容の分析

｢自分をみつめてみよう｣アンケート

自己肯定感に関する質問

思いやりに関する質問

話合い活動に関する質問 HyperｰQUの活用

行事に向けた学級討議



②調査研究部

｢自分をみつめてアンケート｣から見えてきたこと…（６月実施）

【１年】
｢役に立っている｣

｢自分には可能性がある｣
→集団の中で活躍の場を！

【２年】
｢優しい言葉遣い｣
｢自分には可能性がある｣

→他者の気持ちを考えた言動！

【３年】
｢周囲に認められている｣
｢役に立っている｣

→最高学年として輝ける場を！



日々の生活を写真に…

｢１年間の成長記録｣

先生達から生徒へ

｢ありがとう｣

情報通信の安心・安全な利用を呼びかける

｢標語掲示｣
こんな学校生活を送ってほしい

｢保護者の願い｣

○○ちゃん，助けてくれてありがとう

｢ありがとうの花束｣③環境整備部

＜校内掲示＞



③環境整備部

ほっとする空間に…

｢トイレの掲示物｣

＜道徳科通信の発行＞

＜校内掲示＞

｢夏休み、おうちコミュニケーショ
ンを大切にしませんか？｣
→家族との会話のきっかけづくり！



研究のまとめに向けて

〇蓄積した多くのデータを活用
→道徳科の授業の工夫・改善へ

〇教職員・保護者・生徒アンケートの実施
→変容の把握と新たな課題の発見へ

〇校内研修の継続
→各部会の取組のより一層の充実へ



→ 校内研修会
講話｢考え，議論する道徳科の授業を創る｣

↑
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↑ 研究授業の指導案 拡大掲示
教員だけでなく，生徒が立ち止まってみる
様子も見られる。

研究のまとめに向けて



ご清聴ありがとうございました


